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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（平成27年９月１日から平成28年２月29日）につきまして、当社グループは、基本

方針である「出前館事業の持続的成長」と「通信販売事業の再成長」に向けて、様々な施策に取り組んでまいり

ました。

「出前館事業の持続的成長」に向けて、昨年12月５日から本年１月３日まで、期間合計で3,400万Tポイントを

付与する大規模キャンペーン「出前祭」を実施いたしました。また、「出前祭」の開催時期に合わせて、関東地方

全域で「出前館」のテレビCMを放映いたしました。Tポイント付与キャンペーンと同時期に広告展開を行うこと

で、関東地方における「出前館」の認知度向上による新規会員の獲得に加え、サイトへの再訪や再注文のフック

となり、注文数拡大につながっております。

２月11日から14日までの４日間限定で「出前館半額セール」を実施いたしました。今回のキャンペーンは、対

象店舗が47ブランド2,434店舗と過去最大規模での開催となり、キャンペーン最終日である14日の日別オーダー数

は創業以来最高となる「67,105件」を記録しております。

また、前期からの継続的な取組みであるクレジットカードおよび「Amazonペイメント」決済可能な店舗数の拡

大による利便性向上については、２月末時点で4,550店舗まで拡大しており、全加盟店数に占める割合は36.3%ま

で伸長しております

「通信販売事業の再成長」に向けて、既存の焼酎分野においては、得意先飲食店の販売促進をサポートするこ

とで、飲食店自体の売上を底上げし、結果的には焼酎のリピート購入の担保につながるような施策を実施してま

いりました。

また、ワイン分野においては、その採算化に向け、顧客分類別の販売件数、販売単価、営業効率など、KPI指標

のモニタリングを強化し、事業モデルの適正化を図ることに注力しました。その過程において、ワインをこれま

で取り扱っていなかった飲食店に対し、ワインの新規導入トライアルを行える販促手法を生み出すことが出来ま

した。その結果、ワインの取扱いを開始した昨年５月からの累計販売本数は、２月末時点で約15万本超となって

おります。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,008,447千円（前年同四半期比12.0％増）、経常利益は

218,923千円（前年同四半期比15.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は200,442千円（前年同四半期比

252.0％増）となりました。

区分

前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
至 平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成28年２月29日)

増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

出前館事業

　基本運営費 138,208 7.7 147,339 7.3 9,131 6.6

　オーダー手数料 576,248 32.1 744,577 37.1 168,328 29.2

　広告収入 31,358 1.7 32,700 1.6 1,342 4.3

　システム受託開発 34,814 1.9 20,853 1.0 △13,960 △40.1

　その他 152,009 8.6 204,127 10.2 52,117 34.3

　小計 932,638 52.0 1,149,597 57.2 216,959 23.3

通信販売事業 861,042 48.0 858,849 42.8 △2,192 △0.3

合計 1,793,680 100.0 2,008,447 100.0 214,766 12.0
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セグメントの業績は、次のとおりであります。

①出前館事業

出前館事業セグメントにおきましては、当第２四半期連結会計期間末における会員数は約769万人を突破いたし

ました。また、加盟店舗数は12,529店舗、オーダー数に関しましては約642万件となっております。その結果、当

第２四半期連結累計期間の出前館事業セグメントにおける売上内訳は、基本運営費147,339千円、オーダー手数料

744,577千円、広告収入32,700千円、システム受託開発20,853千円、その他204,127千円、セグメント売上高は

1,149,597千円（前年同四半期比23.3％増）となりました。

②通信販売事業

通信販売事業セグメントにおきましては、機動的なコールセンターを運営し、高品質な焼酎を中心に、飲食店

向けの通信販売を行っております。当第２四半期連結累計期間のセグメント売上高は、858,849千円（前年同四半

期比0.3％減）となっております。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債、純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における流動資産残高は、前連結会計年度末比で215,259千円増加し、2,153,611

千円となりました。増加の主な要因は、現金及び預金が35,419千円、未収入金が88,018千円、短期貸付金が

61,652千円増加したことによるものです。

固定資産残高は、前連結会計年度末比で107,909千円減少し、1,060,887千円となりました。減少の主な要因は、

ソフトウエアが68,273千円増加した一方、投資有価証券が103,068千円、ソフトウエア仮勘定が44,960千円、のれ

んが31,323千円減少したことによるものです。

この結果、総資産残高は、前連結会計年度末比で107,349千円増加し、3,214,498千円となりました。

流動負債残高は、前連結会計年度末比で94,001千円増加し、845,008千円となりました。増加の主な要因は、支

払手形及び買掛金が16,390千円減少した一方、未払金が106,342千円、未払法人税等が35,705千円増加したことに

よるものです。

固定負債残高は、前連結会計年度末比で54,345千円減少し、156,234千円となりました。減少の主な要因は、長

期借入金が52,422千円減少したことによるものです。

純資産残高は、前連結会計年度末比で67,693千円増加し、2,213,256千円となりました。増加の主な要因は、親

会社株主に帰属する四半期純利益を200,442千円計上した一方、剰余金の配当70,495千円、資本剰余金の減少

57,271千円等を計上したことによるものです。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、1,407,361千円

となり、前連結会計年度末と比較して35,419千円増加いたしました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果増加した資金は、249,388千円（前年同四半期は235,752千円の増加）となりました。主な増減

の内訳は、投資有価証券売却損益91,429千円等の減少要因に対し、税金等調整前四半期純利益310,773千円、減価

償却費93,465千円、のれん償却額57,117千円等の増加要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は、102,862千円（前年同四半期は130,347千円の減少）となりました。主な増減

の内訳は、投資有価証券の売却による収入100,038千円等の増加要因に対し、無形固定資産の取得による支出

123,599千円、貸付けによる支出71,652千円等の減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果減少した資金は、124,378千円（前年同四半期は66,714千円の減少）となりました。主な増減の

内訳は、長期借入金の返済による支出52,422千円、配当金の支払額70,864千円等の減少要因によるものでありま

す。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年８月期の連結業績予想につきましては、平成27年10月14日の「平成27年８月期 決算短信」で公表い

たしました連結業績予想に変更はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年03月29日 18時17分 4ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



夢の街創造委員会株式会社(2484) 平成28年８月期 第２四半期決算短信

5

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変

動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(３)、連結会計基準第44－５項(３)及び

事業分離等会計基準第57－４項(３)に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計方

針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加減

しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん62,218千円及び資本剰余金46,277千円が減少する

とともに、利益剰余金が15,941千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ8,658千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年２月29日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,371,941 1,407,361

受取手形及び売掛金 244,884 256,726

商品及び製品 57,096 56,514

仕掛品 - 7,371

未収入金 225,245 313,264

繰延税金資産 18,676 18,676

その他 28,839 99,968

貸倒引当金 △8,330 △6,271

流動資産合計 1,938,352 2,153,611

固定資産

有形固定資産 82,623 83,960

無形固定資産

ソフトウエア 275,949 344,222

ソフトウエア仮勘定 85,315 40,354

のれん 289,953 258,629

その他 138 138

無形固定資産合計 651,356 643,345

投資その他の資産

投資有価証券 247,587 144,519

差入保証金 85,933 85,477

繰延税金資産 74,916 75,641

その他 27,080 29,249

貸倒引当金 △701 △1,307

投資その他の資産合計 434,816 333,580

固定資産合計 1,168,796 1,060,887

資産合計 3,107,149 3,214,498
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年２月29日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 134,551 118,161

1年内返済予定の長期借入金 104,844 104,844

未払金 327,071 433,414

未払法人税等 84,803 120,508

賞与引当金 18,178 23,919

その他 81,557 44,161

流動負債合計 751,007 845,008

固定負債

長期借入金 187,941 135,519

その他 22,638 20,715

固定負債合計 210,579 156,234

負債合計 961,586 1,001,242

純資産の部

株主資本

資本金 1,113,300 1,113,300

資本剰余金 664,400 607,129

利益剰余金 799,211 909,425

自己株式 △439,421 △439,421

株主資本合計 2,137,492 2,190,435

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 - △1,472

為替換算調整勘定 - 2,581

その他の包括利益累計額合計 - 1,109

新株予約権 8,070 12,974

非支配株主持分 - 8,737

純資産合計 2,145,562 2,213,256

負債純資産合計 3,107,149 3,214,498
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年２月29日)

売上高 1,793,680 2,008,447

売上原価 684,677 724,417

売上総利益 1,109,002 1,284,029

販売費及び一般管理費 850,759 1,070,071

営業利益 258,243 213,958

営業外収益

受取利息 120 368

受取配当金 488 1,430

持分法による投資利益 - 2,738

助成金収入 - 4,802

その他 3,221 1,243

営業外収益合計 3,830 10,584

営業外費用

支払利息 2,233 1,694

持分法による投資損失 1,276 -

その他 905 3,925

営業外費用合計 4,415 5,620

経常利益 257,658 218,923

特別利益

投資有価証券売却益 - 91,429

新株予約権戻入益 10,582 421

特別利益合計 10,582 91,850

特別損失

固定資産除却損 2,713 -

投資有価証券評価損 76,016 -

データセンター移転費用 27,344 -

特別損失合計 106,074 -

税金等調整前四半期純利益 162,166 310,773

法人税等 105,358 115,520

四半期純利益 56,808 195,253

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △128 △5,189

親会社株主に帰属する四半期純利益 56,937 200,442
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年２月29日)

四半期純利益 56,808 195,253

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 43,423 △1,472

為替換算調整勘定 △144 4,171

その他の包括利益合計 43,278 2,699

四半期包括利益 100,087 197,953

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 100,273 201,552

非支配株主に係る四半期包括利益 △186 △3,599
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年９月１日
　至 平成27年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年２月29日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 162,166 310,773

減価償却費 90,680 93,465

のれん償却額 57,210 57,117

株式報酬費用 2,043 5,324

固定資産除却損 2,713 -

投資有価証券評価損益（△は益） 76,016 -

投資有価証券売却損益（△は益） - △91,429

新株予約権戻入益 △10,582 △421

貸倒引当金の増減額（△は減少） 693 △1,453

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,993 5,740

受取利息及び受取配当金 △609 △1,884

支払利息 2,233 1,694

持分法による投資損益（△は益） 1,276 △2,738

売上債権の増減額（△は増加） 13,563 △10,179

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,712 △6,634

仕入債務の増減額（△は減少） △13,919 △16,276

その他 △35,919 △14,756

小計 344,849 328,342

利息及び配当金の受取額 609 1,665

利息の支払額 △2,229 △1,719

法人税等の支払額 △107,476 △78,900

営業活動によるキャッシュ・フロー 235,752 249,388

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △45,893 △2,841

無形固定資産の取得による支出 △57,445 △123,599

投資有価証券の売却による収入 - 100,038

長期前払費用の取得による支出 △22,153 -

貸付けによる支出 - △71,652

その他 △4,855 △4,806

投資活動によるキャッシュ・フロー △130,347 △102,862

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 6,480 -

長期借入金の返済による支出 △61,478 △52,422

自己株式の処分による収入 38,247 -

配当金の支払額 △49,046 △70,864

その他 △916 △1,092

財務活動によるキャッシュ・フロー △66,714 △124,378

現金及び現金同等物に係る換算差額 △87 4,926

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 38,603 27,073

現金及び現金同等物の期首残高 1,199,589 1,371,941

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 8,345

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,238,193 1,407,361
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自平成26年９月１日 至平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
（注）２

出前館事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 932,638 861,042 1,793,680 - 1,793,680

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- 29,691 29,691 △29,691 -

計 932,638 890,733 1,823,371 △29,691 1,793,680

セグメント利益 270,385 135,718 406,104 △147,860 258,243

その他の項目

減価償却費 86,874 3,775 90,649 - 90,649

のれん償却額 2,928 54,281 57,210 - 57,210

(注) １．セグメント利益の調整額△147,860千円は、報告セグメントの減価償却費△90,649千円及びのれん償却額△

57,210千円が含まれております。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致して

おります。

Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自平成27年９月１日 至平成28年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

合計
（注）２

出前館事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,149,597 858,849 2,008,447 - 2,008,447

セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- 49,149 49,149 △49,149 -

計 1,149,597 907,998 2,057,596 △49,149 2,008,447

セグメント利益 263,257 101,283 364,541 △150,583 213,958

その他の項目

減価償却費 89,345 4,119 93,465 - 93,465

のれん償却額 5,701 51,416 57,117 - 57,117

(注) １．セグメント利益の調整額△150,583千円は、報告セグメントの減価償却費△93,465千円及びのれん償却額△

57,117千円が含まれております。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致して

おります。
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２．報告セグメントの変更に関する事項

第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの利益の測定方法を、減価償却費及びのれん償却額を考慮し

ない営業利益ベースの数値（EBITDA）に変更しております。

これは、正常な収益力により業績評価を行う観点から、経営上の業績評価となる指標を減価償却費及びのれ

ん償却額を考慮しない営業利益ベースの数値（EBITDA）としたことによるものであります。あわせて、全社費

用については、各セグメントに配賦しておりませんでしたが、第１四半期連結会計期間より各セグメントへ配

賦することといたしました。

なお、前第２第四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する

情報」は変更後の利益又は損失の算定方法により作成しております。
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